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狀の石 (本稿では，バクニン省,物館の報吿に從って「石板」と呼ぶ) も出土した (寫眞 1)。




どを,物館に報吿した。83 8 日には，保存と硏究推4のため，Nguyê˜n 氏が碑銘・蓋と
1 ) 舍利塔銘・石函の出土・移管・サイズに關わる5報は，ベトナム考古學會 (2012 年 93)
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Bǎ́c Ninh」)，び 2013 年 53 23 日の筆者の6査に基づく。
2 ) 櫻井由躬雄「雒田問題の整理 ――古代紅河デルタ開拓試論――」(『東南アジア硏究』
17-1，1979 年) 18〜19 頁。
462〔73〕
























































(『廣弘T集』卷 17 1載) には，仁
壽元年のこととして，
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幸代・萬o惠介「隋仁壽舍利塔硏究序說」(『奈良美q硏究』12，2012 年) 106〜113 頁に網
羅されている。
5 ) 中村伸夫「仁壽舍利塔銘に關する一考察 ――羅振玉舊藏〈大隋皇O梓州舍利塔銘〉をめ
ぐって――」(『藝q硏究報』25，2004 年) 44 頁。
6 ) 靑州舍利塔下銘については，李森「靑州隋仁壽元年《舍利塔下銘》石刻考鑑」(『北方物』
2005 年第 2r) が詳しい。





































































1980 年，初出 1934 年)。









宜州神德寺の石函は，身と蓋からなり，身は高さ 119 cm，幅と奧行きは 103 cm，蓋の














られてきた涇州大雲寺舍利塔の石函 (仁壽元年)15) と雍州仙b寺舍利塔の石函 (仁壽元
12) 長岡龍作「隋rの舍利容器 ――かたちの變容と?味をめぐって――」(『佛宴莊嚴にあ
らわれる墓モチーフに關する6査硏究』1收，成 14 年 (2002) 年度〜成 16 年 (2004)
年度科學硏究費補助金，基盤硏究 (C) (2) 硏究成果報吿書，硏究代表者長岡龍作，2005
年，初出 2004 年)。
13) 宜州神德寺石函の基礎5報に關しては，朱捷元・秦波「陝西長安和耀縣發見>波斯¦珊
銀」(『考古』1974 年 2r) を參照した。
14) 宜州神德寺石函の圖樣に關しては，長岡 12) 論，5〜6 頁を參照した。
↗
15) 涇州大雲寺の石函は，¡斗式の蓋を持ち，高さは 28.3 cm，正面背面の幅は 50.5 cm，左右











利塔銘・蓋の石質はTらかに衣なっている。函の身は幅と奧行きは 45 cm×46 cm，高さ
は 31 cm，蓋は同サイズで厚さは 8 cmである。身の內部は深さ 20 cm，幅と奧行きは 26















に，左に竪笛，右に排簫を吹く菩¦が描かれる (長岡 12) 論，12 頁)。
17) 長岡 12) 論。
18) 石函の身は，蓋と比	して劣Hが著しい。これは，蓋が發見者である Nguyê˜n 氏の自宅に
保管されていたのに對し，石函の身は寺院の庭で雨曝しにされていたためであり，Nguyê˜n
氏によれば發見時には兩者の狀態に大きな差衣はなかったという。
東 方 學 報
456〔79〕





























19)  13) 朱捷元・秦波論，127頁。































702 頁 c 3〜7)。=料は，「舍利感應記」『大正』卷 52，219 頁 c 12 にもある。
↘
22) Nguyê˜n 氏によれば，®物の發見時，周圍から塼などは發見されなかったという。
23) ｢舍利感應記」『大正』卷 52，213 頁 c 14〜15。



















將R函，A 三家，各獻 B 舊¹好石。非界內1。因而用之，恰然相稱。(「舍利感應
記」『大正』卷 52，214 頁 c 5〜6)26)
將に函をRらんとするに，A三家，各 B舊¹の好石を獻ず。界內の1に非ず。因
りて之れを用うるに，恰然として相い稱う。
24) 『集神州三寶感L錄』『大正』卷 52，411 頁 c 23〜24 もほぼ同。
25) 二重·Rを持つ隋代の石函には，山東陰出土のものが知られる。內函は一つの石から成
型されており，L高 97 cm，幅・奧行きは 83 cm である。樣はない。內部の空洞上部は
幅・奧行き 37 cm，深さは 30 cm である。內函の蓋は盠頂形式であり，身の內部には碑銘
を置くためのくぼみが設けられている。外函の四周はほぞを持つ四つの石で成形されてり，
下に基石を設け，蓋を"う。L高は 135 cm，蓋の厚さは 20 cm，幅・奧行きは 117 cm の
正方形を成している。外函の蓋もまた盠頂形式で中央には「大隋皇O/舍利寶塔」との銘





































27) 同右 412 頁 a 16〜17にも=料あり。
28) 同右 412 頁 a 22，「舍利感應記」『大正』卷 52，215 頁 c 12〜13 にも=料あり。
↗
29) 隋代の舍利石函には，宜州神德寺・州禪衆寺のものを除けば，河北省正定縣出土石函
(身と蓋で 43 cm，幅・奧行き 52 cm：大業元年)，河北省定縣出土石函 (c高 64 cm，幅・
奧行き 92 cm：大業二年)，À山雲居寺出土石函 (L高 24 cm，幅・奧行き 30 cm：大業一
二年)，山東省陰出土石函 (內函のL高は 97 cm，幅・奧行き 83 cm：年不T) が知られ
東 方 學 報
452〔83〕













(『物』1995 年第 3r)，定縣,物館「河北定縣發現兩座宋代塔基」(『物』1972 年，第
8r)，北京市物硏究1Q『北京考古四十年』(北京燕山出版社，1990 年) 竝びに雲居寺
物管理處『雲居寺貞石錄』(北京燕山出版社，2008 年)， 25) x揭邱玉鼎・楊書傑論。
↘
30) 現在知られている舍利塔銘の實物，乃至拓片のサイズは以下のLり。





















潞州泳堺寺 仁壽二年 1尺 5寸 3 分四方 (拓片) 『山右石刻叢Q』
鄧州大興國寺 仁壽二年 徑 58 (拓片) 『北京圖書館藏中國歷代石刻拓本匯Q』











































32) ｢舍利感應記」『大正』卷 52，217頁 c 26〜28 にも=料あり。
33) ｢舍利感應記」『大正』卷 52，218 頁 c 22〜25 にも=料あり。
































34) ｢隋京師仁覺寺釋寶巖傳」『續高僧傳』卷 26，『大正』卷 50，674 頁 b 23〜26 にも=料あり。
































36) ｢舍利感應記」『大正』卷 52，219 頁 c 10〜11 にも=料あり。
37) 舍利塔円立事業と神仙思想との關連については，長岡龍作「佛敎における『靈驗』――佛
が感應する場と表象――」(『死生學硏究』12，2009 年) 14〜17頁。





























38) =料の1在は，小杉 11) 論，69 頁。



































師沙門釋辨寂傳」『續高僧傳』卷 26，『大正』卷 50，675 頁 b 1〜4，後者は「京師大總持
寺釋寶襲傳」『續高僧傳』卷 12，『大正』卷 50，520 頁 b 7〜b 11)。



































































47) ｢舍利感應記」『大正』卷 52，214 頁 c 26〜215 頁 a21。

























m  3) x揭論。
49) 小杉 11) 論。
50) Chen, Jinhua. Monks and Monarchs, Kinship and Kingship : Tanqian in Sui Buddhism and
Politics. Kyoto : Italian School of East Asian Studies, 2002, pp. 75-87.
51) 隋OのÅ戒については拙稿「隋代佛敎の系 ――菩¦戒を中心として――」(『古代アジ
ア世界の對外涉と佛敎』1收，山川出版社，2011 年，初出 2006 年)。
本稿の執筆に當たっては，バクニン省,物館館長の Lê Viết Nga 氏，發見者であるNguyê˜n









m Lê Huy 氏のc面>な協力を得た。特に記して感謝申し上げたい。
ベトナムバクニン省出土仁壽舍利塔銘，びその石函について
443 〔92〕
The Tōhō Gakuhō Journal of Oriental Studies (Kyoto) No. 88 (2013) 462〜443
On the Inscription and the Stone Coffer Unearthed in
the Province of Bắc Ninh, Viet Nam
Mayuko KAWAKAMI
In 2004, the oldest inscription of Viet Nam was discovered in the Province of Bắc Ninh.
The inscription was unearthed with a lid of its own, an empty coffer, a coffer lid and a stone
plank. According to this inscription, the text was inscribed in 601―the first year of
Emperor Sui Wen-diʼs Renshou relic-distribution campaigns―and the coffer and its
accessories were made for the Chanzhong Monastery 禪衆寺, located in Rongbian-Xian
prefecture 龍@縣 in Jiaozhou A州 province.
According to a recent research, it was argued that all the Renshou Relic stone coffers,
as well as the pagodas, were made in the same way in more than 100 monasteries, and that
the stone coffer buried in the Shende Monastery 神德寺 in Yi-Zhou 宜州 could have been
the model of other stone coffers. But the one discovered in the Chanzhong Monasterywas
different from the Shende Monastery model in size, motif and form. Therefore, this paper,
in an attempt to test the above theory, gathers and analyses the records on Renshou Relic
stone coffers, and comes to a conclusion that a standard for the stone coffers was not given
or, if there ever was one, it was not necessarily observed. It should be argued instead that
the stone coffers were the product of the localization of Buddhism in China, and their style
and form might have depended on how the monks of the area understood Buddhism,
together with the political and economical circumstances of each monastery or province in
which the pagodas were built.
